
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(資料)米国労働省資料より作成。(注)コア=変動の大きい食料とエネルギーを除くベース 

     米国の消費者物価は、再び上昇圧力を高めている。全体の指数の伸びは前年比 8%台の 

伸びとなり若干落ち着きが生じたように見えるものの、前期比では再び加速する動向を見 

せているほか、変動の大きい食料、エネルギーを除くコアベースでは価格転嫁等が進み前 

年比が上昇したほか、前期比も一定水準での上昇を続けている。11/1-2 の FOMC の会議 

では重要な判断資料となることから、今後の労働関係の動向等はあるものの米国政策金利 

が前回に続き 0.75%引き上げられる可能性が高まっている。 

米国経済・消費者物価上昇 

 
2022/10/24 第 863号 朝日田コーポレーション 

●メールアドレス： info@sapporo-php.co.jp 
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